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1 ．はじめに
現在，大学の約70％が単位認定を行う授業科目としてインターンシップを実施してい
る。インターンシップの有用性については，文部科学省「インターンシップの普及及び
質的充実のための推進方策について意見のとりまとめ」に，「インターンシップは，大
学における学修と社会での経験を結びつけることで，学生の大学における学修の深化や
新たな学習意欲の喚起につながるとともに，学生が自己の職業適性や将来設計について
考える機会となり，主体的な職業選択や高い職業意識の育成が図られる有益な取組であ
る」と記されている。インターンシップは大学・企業双方に重要性が認識されており，
今後も大学教育の中で一層重視されると考えられる。
本学国際観光学科では，観光学を学ぶ学生のために単位認定を行う授業科目として
「観光インターンシップ」を設置している。これは，全学部学生対象にキャリア科目群
の一つとして単位付与する授業科目「インターンシップ基礎」「インターンシップ」と
は別である。筆者は，「観光インターンシップ」を当学科の専任教員4名とともに担当し
ている。この「観光インターンシップ」は，国際観光学科の学生のためのインターン
シップとして，旅行添乗員資格である旅程管理主任者資格を取得し，観光系組織や企業
におけるインターンシップ実習を経験させる内容としている。当科目は，観光人材の育
成と，観光以外の分野でもホスピタリティを発揮できる人材の育成を目指しており，今
年で 6年目である。国際観光学科独自で設置するインターンシップの現状と課題を整理
し，今後の方向性について考えたい。
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2 ．大学生のインターンシップ
2 － 1 　インターンシップとは何か
文部科学省・厚生労働省・経済産業省（1997・2014）「インターンシップの推進に当
たっての基本的考え方」において，大学等でのインターンシップを「学生が在学中に自
らの専攻，将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと」として定義している。古閑
（2011）は「学生が在学中に，教育の一環として，企業等で一定の業務に従事し，職業
人に必要な一般的・専門的な知識や能力を実践的に身につけるために就業体験を行うこ
とおよびその機会を与える制度」と，より具体的に定義している。教職課程における教
育実習のような専門職業人養成の目的に必要な実習や，特定の資格取得のための実習も
インターンシップの定義に当てはまるが，一般的には「インターンシップ」と区別され
ている。
2 － 2 　インターンシップの実施状況
文部科学省が実施した「平成23年度のインターンシップ実施状況について1）」の調査
によると，単位認定を行う授業科目としてのインターンシップと，単位認定を行う授業
科目以外のインターンシップを実施している大学は96.8％である。ほとんどの大学が実
施している状況である。そのうち，単位認定を行う授業科目としてインターンシップを
実施している大学は70.3％であり，特定の資格取得に関係するものとは区別されている
（表 1）。
表 1：単位認定を行う授業科目として実施されているインターンシップの実施学校数
（実施率）
学校種別
実施学校数（実施率）
特定の資格取得に関係しないもの 特定の資格取得に関係するもの（注）
大学 526校（70.3%） 657校（87.8%）
　注） 「特定の資格取得に関係する特定の資格取得のために現場で実施する実習（例：教育実習，
看護実習，臨床実習 等）を指す。
出所： 文部科学省「大学等における平成23年度のインターンシップ実施状況について」調査結
果より一部抜粋
次に，インターンシップに参加した学生数を同調査より探る。平成23年度の 1年間
に単位認定を行う授業科目として実施されているインターンシップに参加した学生は
56,519人で，参加率は2.2％である（表 2）。平成19年度調査と比べると参加者数は増加
している。一方，同調査の65.1％の大学が単位の付与を行う授業科目以外で，学生を派
遣するにあたり組織として対応している。つまり，大学は単位認定の位置づけをしてい
ないインターンシップについても窓口となり，実施企業と連絡調整を行っているのであ
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る。このような状況を考えると，実際に単位認定される授業以外のインターンシップに
参加する学生は多く存在しており，他の民間調査なども検討する必要がある。
表 2：単位認定を行う授業科目として実施されているインターンシップの参加学生数
（参加率）
学校種別
参加学生数（参加率）（注 1） 平成19年度
参加状況（注 2）特定の資格取得に関係しな
いもの
特定の資格取得に関係する
もの
大学 56,519人（2.2％） 268,969人（10.5％） 45,913人（1.8％）
注 1）参加率は平成23年度学校基本調査における各学校種の学生数を基に算出。
注 2） 平成19 年度実施状況では，「単位認定を行う授業科目として実施されたもののうち，特
定の資格取得に関係しないもの」のみを調査。
出所： 文部科学省「大学等における平成23年度のインターンシップ実施状況について」調査結
果より一部抜粋
民間では，マイナビが2014年 9 月12日～28日までの期間に2016年 3 月卒業予定の学生
を対象に「マイナビ大学生インターンシップ調査」を実施している。有効回答数3,562
名［内訳：文系男子 718名　理系男子 570名　文系女子 1,692名　理系女子582名］で，
文科省の調査と単純比較はできないが，学生のインターンシップに対する意識や行動の
調査結果は参考になる。
対象者は2016年 3 月卒業予定の学生で，調査時期は 3年次夏休みが終了した 9月で
ある。2014年 9 月末の時点で61・4％の学生がインターンシップに参加したことがある
と答えている（表 3）。参加したインターシップを知ったきっかけとして，65％の学生
が「就職情報サイト」を挙げている（表 4，複数回答可）。その他の回答は「大学の就
職課」23.6％，「企業のホームページ」17.2％と続き，「ゼミ・研究室の先生から聞いて」
表 3：インターンシップへの参加
全体
回答数 3,562人
参加した事がある 61.4% 
参加した事が無い 38.6%
表 4 ：インターンシップに参加したきっかけ
全体
回答数 2,188人
企業のホームページ 17.2％
就職情報サイト 65.0％
企業からのダイレクトメール 2.1％
就職情報誌 1.2％
就職関連のイベント 8.4％
先輩や知人から聞いて 8.1％
ゼミ・研究室の先生から聞いて 5.7％
大学の就職課 23.6％
SNS（LINE，twitter，Face bookなど） 2.0％
その他 3.9％
出所：マイナビ（2014）大学生インターンシップ調査結果報告
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と答えた学生の割合は5.7％である。
インターンシップの期間について，文科省調査とマイナビ調査を比較したい。単位
認定される授業科目としてのインターンシップでは， 1週間以上 2週間未満の実施期
間が全体の40.1％を占めており，次に多いのは 1週間未満の21.5％， 2週間～ 3週間未
満20.0％と続く（表 5）。単位認定以外のインターンシップの実施期間は， 1週間未満
が44.5％， 1週間～ 2週間未満が38.7％である。単位認定を行うにあたり，最低でも一
週間の実習が課されていると考えられる。マイナビ調査では 2日以上 1週間未満のイン
ターンシップに参加した学生が54.3％で，次に 1日の49.3％であり（表 6），期間が 1週
間未満のインターンシップに多くの学生が参加する傾向が見られる。
表 5：インターンシップの実施期間（体験学生数構成比）
実施期間 1週間未満
1週間～
2週間未満
2週間～
3週間未満
3週間～
1ケ月未満
1ケ月～
3ケ月未満
3ケ月～
6カ月未満
6ケ月以上 不明
単位認定を行う 21.5% 40.1% 20.0% 3.6% 5.8% 3.3% 2.4% 3.3%
単位認定以外（注） 44.5% 38.7% 7.7% 1.8% 3.5% 0.9% 1.5% 1.3%
　注） 「単位認定以外」とは，単位の付与を行う授業科目以外で，学生の受け入れのために大
学等が窓口となって実施先の企業等と連絡調整を行う等，大学等が学生を派遣するにあ
たり組織として対応しているもの。
出所： 文部科学省（2013）「大学等における平成23年度のインターンシップ実施状況について」
を参考に筆者作成
表 6：インターンシップに参加した期間（マイナビ調査）
1日
2日以上～
1週間未満
1週間以上～
2週間未満
2週間以上～
3週間未満
3週間以上～
4週間未満
4週間以上
49.3％ 54.3％ 15.2％ 5.0％ 1.4％ 3.8％
出所：マイナビ（2014）大学生インターンシップ調査結果報告より
インターンシップの実施時期については，マイナビ調査結果では 8月67.7％と 9月
の52.4％で，大学の夏休み期間に集中している（表 7）。単位認定を行う授業科目とし
てのインターンシップも，夏期休業中59.5％で同様の結果が出ている（表 8）。ただし，
「授業期間中」19％や「長期休業と授業期間の組み合わせ」11.9％と，授業期間も実施
している場合も見られ，必ずしも大学の休業期間とは限らない。
表 7：インターンシップに参加した時期（複数回答可，マイナビ調査）
大学入学以前
大学入学後～
今年 3月　　
今年 4～ 6月 今年 7月 今年 8月 今年 9月
1.2％ 7.9％ 2.7％ 8.9％ 67.7％ 52.4％
出所：マイナビ（2014）大学生インターンシップ調査結果報告より一部抜粋
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表 8：単位認定を行う授業科目として実施されているインターンシップの実施時期
（体験学生数構成比）
夏期　
休業中
冬期　
休業中
春期　
休業中
授業　
期間中
複数の長期休業の
組み合わせ　　　
長期休業と授業期間の
組み合わせ　　　　
不明
59.5％ 0.2％ 1.6％ 19.0％ 4.7％ 11.9％ 2.7％
出所： 文部科学省（2013）「大学等における平成23年度のインターンシップ実施状況について」
より一部抜粋
2 － 2 　インターンシップの種類と内容
インターンシップの類型について，中村（2011）は「セミナー型」「見学・仮想体験
型」「現場実践型」の 3種を挙げている（表 9）。インターンシップの本来の意味から考
えると現場実践型を想像するが，実際には企業におけるセミナーや見学もインターン
シップとして実施されている。マイナビ調査において，期間 1日のインターンシップ参
加者割合49.3％という結果が示すように，ワンデーインターンシップと呼ばれるものも
ある。これは，企業がインターンシップの名のもとに学生を集め，セミナー等を行うも
のである。企業は，インターンシップの重要性について認識しているものの，学生を現
場に受け入れることは人員の配置等負担が大きい。そこで，セミナー型や見学・仮想重
視型などが生まれたと考えられる。
表 9：インターンシップの類型と特徴
類型
特徴・内容
セミナー型 見学・仮想体験型 現場実践型
特徴
主に 1日（ワンデーイン
ターンシップ）
2日から 3週間程度が多
い
2週間から 1カ月程度が
多い
大企業に多い 大企業に多い 理系研究職・中小・ベン
チャー企業に多い
主な実施内容
会社説明，グループでの
ゲームや作業，社員の体
験談紹介や社員との懇談
店舗や工場見学，グルー
プ作業後に成果を発表，
合宿，社員との交流会
オフィスでの就業体験，
役員や外商への同行，実
際の研究・開発・企画へ
の参画
出所：中村（2011）「企業から見たインターンシップ」より一部抜粋
また，就活前にインターンシップと称して企業説明会を思わせる内容を実施し，参加
学生の中から優秀な学生を見極めたいという企業側の思惑も見え隠れする。単位認定を
行う授業としてのインターンシップでは，一定期間の実習を条件とすることから現場実
践型や見学・仮想体験型が多いと思われる。このように，大学生のインターンシップは
期間の長短のみならず多様な形態が存在しており，大学生はそれぞれの目的に合わせて
インターンシップを選択し参加している。
インターンシップの内容については，マイナビ調査のデータが興味深い。インター
ンシップに参加した学生が，どのような内容であったかを回答したものである（表10）。
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この調査結果によると，企画立案，課題解決，プレゼンなどのグループワークが68.3％
と多く，次に人事や社員の講義・レクチャー43.3％である。その他は，会社見学・工場
見学・職場見学が37.0％，実際の現場での仕事経験35.5％，若手社員との交流会34.5％
である。実際の現場で仕事を経験するより，グループワークや人事等のレクチャーなど
の方が多い。これはインターンシップの実習期間と関係があると思われる。 2日以上 1
週間未満の短期間で実習できる内容となると，グループワークやレクチャー形式にせざ
るを得ないのだろう。
表10：インターンシップの内容
インターンシップの内容
実際に経験
（複数回答）
最も興味を
持っている
会社見学・工場見学・職場見学 37.0% 12.1%
実際の現場での仕事経験 35.5% 42.1%
ロールプレイング形式の仕事体験 20.2% 4.6%
実際の仕事のシミュレーション体験 25.3% 14.7%
グループワーク（企画立案，課題解決，プレゼンなど） 68.3% 15.3%
人事や社員の講義・レクチャー 43.3% 4.8%
若手社員との交流会 34.5% 4.2%
その他の内容 5.8% 0.7%
内容を問わずインターンシップに興味が無い 14%
出所：マイナビ（2014）大学生インターンシップ調査結果報告を参考に筆者作成
学生が興味を持っているインターンシップの内容は，実際の現場での仕事経験が最も
多い（42.1％）。しかし，実際には企画立案や課題解決・プレゼンなどのグループワー
クやレクチャー形式のインターンシップを経験している。このように，学生の興味に対
して必ずしもインターンシップの内容が応えているとは言えない状況であるが，学生は
インターンシップの経験は必要だと思っている（表11）。インターンシップに参加した
学生の89.1％が必要な経験と答えているだけではなく，不参加の学生も76.3％が必要だ
と答えている。
表11：インターンシップの経験は必要だと思うか
回答数（人） 思う 思わない
全体 3,562 84.1% 15.9%
インターンシップ参加者 2,214 89.1% 10.9%
インターンシップ不参加者 1,348 76.3% 23.7%
出所：マイナビ（2014）大学生インターンシップ調査結果報告を参考に筆者作成
インターンシップは国内のみならず海外での実習も存在する。前述した文部科学省
の調査によると，単位認定される海外インターンシップを実施している大学は153校で
全体の20.3％，参加学生は2,023人である。主な派遣先は，アジア地域が43.7％，北米
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27.4％，大洋州16.2％，その他欧州などである。実施先の国の企業または日系以外の企
業の現地支社・法人等が33.4%，日系企業の現地支社・法人等が22.6％，その他NPO・
NGO等22.5％と続く。グローバル人材育成は大学にとっても重要な課題であるが，海外
でのインターンシップ実施率は高くない。
2 － 3 　単位認定を行う授業としてのインターンシップ
手嶋（2011）は，大学におけるインターンシップでは事前学習を経て実習に臨むこと
が一般的であると指摘している。事前学習⇒インターンシップ実習⇒事後学習・成果発
表というPDCAサイクルを形成しているということである。学生自身が事前学習におい
て目標を設定し，インターンシップで実際に経験したことや気づきを事後学習で本人の
みならず履修者全員で共有するというプログラムである。
一般的にインターンシップの事前学習として，学生を企業で実習させるにあたり必要
なマナーを身につけさせるプログラムを実施している大学が多い。また，業界・企業研
究や，応募書類の書き方などの実践的な指導もなされている。事後学習としては，イン
ターンシップの振り返りを行い，レポートを作成したり実習報告のプレゼンテーション
を実施したりする場合が多い。
3 ．流通経済大学国際観光学科の「観光インターンシップ」
3 － 1 　授業の概要
本学国際観光学科の「観光インターンシップ」は2009年度に開講し，本年度で 6年目
である。単位認定するインターンシップ科目であり，通年開講30回の授業に加えて夏休
み期間に 2週間以上のインターンシップ実習を課している。当科目の目的は，観光人材
の育成及び将来どの立場に立ってもそれぞれの立場からホスピタリティが発揮できる人
材を育成することである。旅行，宿泊，交通，地域での就業経験を通して，体験的に観
光とは何かを学び，観光に求められる知識と技術の獲得，ホスピタリティの深化を目指
している。担当教員は国際観光学科に所属する 5名の専任教員で，それぞれの専門領域
からインターンシップ実習先を開拓し，学生を派遣している。夏休み期間中に，ホテル，
旅館，市町村役場，旅行会社，航空会社，空港，博物館，などでの体験学習を行ってい
る。
さらに，30回の授業の中には，旅行添乗員資格である旅程管理主任者資格取得の研修
を組み込んでいる。インターンシップの事前学習の一部として旅程管理の基礎業務を学
び，添乗サービス協会の研修と試験を受ける。筆記試験合格後，夏休み中に 2泊 3日の
国内添乗実務研修を行い，国内旅行の添乗員資格を取得する。夏休み以降の授業では，
インターンシップの事後学習に加えて海外旅程管理の基礎業務を学び，海外旅行の添乗
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員資格である総合旅程管理主任者資格取得を目指す。2月中旬には 2泊 3日の海外添乗
実務研修を実施する（表12）。
本学は，龍ケ崎と新松戸にキャンパスがあり，授業科目は全て両キャンパスで開講す
る。当科目については土曜日に新松戸開講とし，龍ケ崎キャンパス所属の学生も履修で
きるようにしている。
表12：2014年度観光インターンシップの内容
学期 回 内容 学期 回 内容
春 1 オリエンテーション（ 1） 秋 1 オリエンテーション（ 1）
2 オリエンテーション（ 2） 2 オリエンテーション（ 2）
3 インターンシップ準備講座（ 1） 3 インターンシップフォローアップ講座（ 1）
4 インターンシップ準備講座（ 2） 4 インターンシップフォローアップ講座（ 2）
5 国内旅程管理基礎研修（ 1 /①②③） 5 インターンシップフォローアップ講座（ 3）
6 国内旅程管理基礎研修（ 2 /④⑤⑥） 6 総合旅程管理基礎研修（ 1 /①②③）
7 国内旅程管理基礎研修（ 3 /⑦⑧⑨） 7 総合旅程管理基礎研修（ 2 /④⑤⑥）
8 国内旅程管理研修（1/TCSA） 8 総合旅程管理研修（ 1 /TCSA）
9 国内旅程管理研修（2/TCSA） 9 成果集約（ 1）
10 インターンシップ準備講座（ 4） 10 成果集約（ 2）
11 インターンシップ準備講座（ 5） 11 成果報告会
12 インターンシップ準備講座（ 6） 12 海外添乗実務研修（ 1 /海外添乗説明会）
13 国内添乗実務研修（ 1 /国内添乗説明会） 13 海外添乗実務研修（ 2 /海外添乗の実施）
14 国内添乗実務研修（ 2 /国内添乗の実施） 14 海外添乗実務研修（ 3 /海外添乗の実施）
15 国内添乗実務研修（ 3 /国内添乗の実施） 15 海外添乗実務研修（ 4 /海外添乗の実施）
夏休み 夏季休暇中にインターンシップ実習（ 2週間）
出所：2014年度シラバスより転記
3 － 2 　インターンシップ実習受け入れ先
当科目におけるインターンシップの実習受け入れ先を表13に示した。筆者は2010年度
より当科目を担当していることから，2010年度から今年度までの記録である。実習先に
ついては，学生に希望を提出させ，それらに応える実習先を教員が紹介する。ほとんど
の実習先は，教員が開拓してきた企業や組織であるが，観光庁が窓口になって実施す
る旅行会社や宿泊業・旅行関連団体のインターンシップも紹介している。観光庁のイン
ターンシップに関しては選考があるため，必ずしも希望が通るとは限らない。実習先の
マッチングに関しては，授業以外の時間に教員が学生と複数回面談し，実習先を決定す
る。インターンシップ実習では，学生に実習日誌を記録させ，企業には指導担当者によ
る評価書の作成を依頼している。
表13に示した実習先での内容は，ほとんどが実際の現場での仕事経験である。それに
伴う会社見学や職場見学も実施されている。旅行会社等で企画立案のグループワークな
ども最近行われているが，本科目では実際の観光現場での仕事経験を重視している。
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3 － 3 　旅程管理研修について
旅程管理研修とは，旅行会社添乗員資格取得のための研修である。添乗員資格には，
国内旅程管理主任者 （国内のみ添乗可）と総合旅程管理主任者 （国内，海外とも添乗
可）がある。当資格取得までの流れに対して，観光インターンシップの授業がどのよう
に対応しているのかを図 1に示した。
当資格を取得するためには添乗員派遣会社への登録が必要なため，履修学生は日通旅行
の関連企業である添乗員派遣会社に登録させている。授業で国内旅程管理の基礎を学んだ
後，日本添乗サービス協会（TCSA）で研修と試験を受ける。合格後，実際の添乗実務研
修を行う。今年度の添乗実務研修は，国内添乗実務研修として山中湖を中心とした富士五
湖地方で2泊 3日の研修を行い，海外添乗実務研修として韓国済州島へ2泊 3日の研修を
実施予定である。学生にとって，資格取得や実務研修にともなう費用負担が発生すること
表13：観光インターンシップ実習受け入れ先
注） 2009年度は筆者担当外のため記載していない。2012年度の実習学生数が履修者数より多い
のは， 1人の学生が複数のインターンシップに参加しているため。
　　No.27は観光庁のプログラムで 3ヶ所で実習するプログラムであった。
筆者作成
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から，事前のオリエンテーションでの説明を徹底し，学生の履修意思を確認をしている。
当科目では日通旅行の協力を得ることにより，添乗員派遣会社へ学生の登録が可能に
なり，当該資格取得の道が開けた。また，旅程管理の基礎を学ぶ「国内旅程管理基礎研
修」において，現役の旅行会社添乗員の方に講師を引き受けて頂いた。その結果，机上
での添乗実務研修ではなく，「リアルな添乗員の仕事」を学生に伝えることが出来てい
る。これは，産業界とのパイプを持っている本学らしい事例である。
3 － 4 　履修者数
当科目の履修者状況は表14に表した通りである。履修対象者を 2年生以上としている
こと，就職活動前にインターンシップに参加することから， 2年生と 3年生が主な履修
学生である。開講年度のみ 4年生が履修している。2012年度は 2年生の履修者が多いが，
その他の年度は 3年生の方が多い。また，毎年留学生も履修しており，2012年度は10名
　日本添乗サービス協会HP「資格取得までの手続きの流れ」を参考に筆者加筆
図 1：国内旅程管理主任者及び総合旅程管理主任者資格を取得するまでの流れ
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が履修した。今年度の履修者数は他年度と比較すると少ない。
表14：観光インターンシップ履修者数（人）
学年
年度
2009 2010 2011 2012 2013 2014
2 年生 5（2） 10（1） 3（1） 23（7） 7 6（1）
3 年生 16（3） 20（8） 21（5） 12（3） 23（5） 8（1）
4 年生 8 0 0 0 0 0
内留学生 5 9 6 10 5 2
合計 29 30 24 35 30 14
筆者作成
3 － 5 　履修者の進路状況
観光インターンシップを履修して卒業した学生は，2014年12月現在95名である。履修年
度別の履修学生の就職先を表15にまとめた。
本科目では，主に旅行・宿泊・交通・地域でのインターンシップ実習を行っている。
実習に関連している業界へ就職しているのは，運輸倉庫10人，旅行 9人，宿泊 4人，公
務員 1人である。約25%が実習先業界へ就職している。そのほかの業界では，ホスピタ
リティを発揮できる小売りやサービス業界へ多くの学生が就職している。
表15：履修年度別観光インターンシップ履修者の就職先業種
履修年度
就職業種
2009 2010 2011 2012 業種別就職人数
運輸倉庫 1 4 5 10
旅行 5 1 3 9
生活関連サービス 3 1 1 5
飲食 3 1 1 5
帰国（留学生） 3 1 1 5
進学 3 1 4
宿泊 3 1 4
自動車販売 1 2 1 4
衣料品販売 1 2 3
その他小売 1 2 3
社会福祉 1 1 1 3
不動産 1 1 1 3
小売 1 1 1 3
その他サービス 2 2
建設 1 1 2
銀行業 1 1 2
精密機器 1 1
百貨店販売 1 1
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公務員 1 1
家具什器 1 1
保険業 1 1
広告業 1 1
アルバイト他（注） 2 10 6 4 22
合計 29 30 24 12 95
注：就職先がアルバイト等または就職先名が不明者，未就職者（卒業時未決定者）を含む
就職支援課の記録を元に筆者作成
3 － 6 　観光インターンシップの現状
本学科で独自に実施している「観光インターンシップ」は，単位認定を行う授業科目
であり，夏休み期間に約2週間以上のインターンシップ実習を行っている。大きな特徴
は，インターンシップの実習に加え，旅程管理研修を取り入れて添乗員資格取得を目指
すことである。一般的に大学では，インターンシップの事前学習と事後学習を授業とし
て実施し，一定期間のインターンシップ実習を行っている。これはキャリア教育2）の視
点でインターンシップを捉えて授業科目を設定している場合が多いからである。本学科
の「観光インターンシップ」においても，インターンシップ実習を通して「働くこと
に向き合う」ことは狙いのひとつである。一方，文部科学省の中央教育審議会の平成23
年答申において，職業教育を「一定又は特定の職業に従事するために必要な知識，技能，
能力を育てる教育」と定義しており，「観光インターンシップ」における「旅程管理研
修」は旅行会社添乗員業務の実務を学ぶことから，職業教育の要素も持ち合わせている
と言える。そして，海外旅行の添乗員資格である総合旅程管理研修では，海外での添乗
実務研修も実施しているので，海外インターンシップの要素もある。
次に履修者の現状であるが，毎年30名前後の学生が当科目を履修している。国際観光
学科在学生は 4学年で525名（平成26年 5 月現在），その内 1年生は履修対象外であり 4
年生は就職活動と重なるため履修者はほとんどいないことから，履修可能学生は半数の
約250名前後であるので，学科での履修者率は約12％である。2014年度の履修者数につ
いては，多年度と比較すると減少している。
留学生に関しては，毎年 2～10名の履修者がおり，履修留学生の国籍は中国が最も多
く，ベトナム，タイ，モンゴル，ロシアと多様である。留学生は全員日本の企業で日本
語によるインターンシップ実習を経験する。
履修した学生の就職先については，約25％の学生がインターンシップ実習先関連業界
へ就職し，その他の学生もホスピタリティマインドを必要とする業種へ就職している。
留学生は日本で就職した学生も多く，日本の旅行会社に就職した留学生もいる。イン
ターンシップ実習は，企業や業界と学生のマッチングを確認する側面もある。学生が将
来就職したいと希望している企業や業界の実際の仕事を経験することにより，イメージ
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ではなく現実を知ることができる。その経験が，就職活動での志望業界や企業の方向性
を決めるときの参考になる。旅行会社でのインターンシップ実習を経験した学生は，旅
行商品の企画に携わったことで，より旅行会社への就職希望が強くなったと語る。一方
で，航空会社のグランドスタッフを経験した女子学生は，業務が肉体的にハードである
ことを体験し，その後進路先を金融業界（銀行）へ変えている。なぜ，銀行であるのか
を尋ねたところ，一見観光とは無関係の業界に思われるが，観光インターンシップの実
習で学んだホスピタリティマインドを活かすことができると考えたそうである。
当科目を履修し旅行以外の業界へ就職した者にとって，総合旅程管理主任者の資格は
不要である。その点について学生はどのように考えているのかを尋ねたところ，資格を
取得するプロセスが自分にとって価値があるとの回答であった。試験科目の旅行約款等
は地道に勉強しなければ身につかない。資格を取得することは，このような地道な努力
の積み重ねの結果であるので，学生の自信に繋がったようである。留学生にとって，日
本語の資格試験はハードルが高いが，合格した時には達成感がある。さらに，日本での
インターンシップ実習を通して日本企業で働くことを就活前に体験できるため，その後
の日本での就職という進路選択に自信を持つようだ。
　 3－ 7　観光インターンシップの課題
当インターンシップ科目は，観光学科の学生のために作られた内容であり，履修した
学生にとって有意義な経験となっている。しかし，今年度の履修者は減少している。こ
こに，当科目の課題があると思われる。履修者を減らしている原因については，マイナ
ビ調査に現れているような就職情報会社を介して実習する短期間のインターンシップや，
学内でも全学部対象のインターンシップ科目があるように，多様なインターンシップが
存在していることが影響していると考えられる。言いかえると，学生がインターンシッ
プに参加を考えた時に複数の選択肢があり，その中から当インターンシップを選択する
学生が減少しているのである。単位を付与されることは学生にとってメリットであるが，
その内容はインターンシップ実習に加えて旅程管理資格取得の勉強も含まれている。密
度の濃い内容を敬遠する学生もいるだろう。また，就職情報会社を介して短期間のイン
ターンシップに参加できる現在，当インターンシップ実習の期間は長いと感じることも
考えられる。
観光学科の特色を出すために旅程管理研修を含めているが，旅行会社の添乗員の資格
は必要ないと考える学生は躊躇する可能性もある。ホテルなどの宿泊業やまちづくり等
に関心のある学生は，旅程管理研修の必要性を感じないこともあるだろう。一方で，当
資格を大学の授業科目で取得できるのは本学科だけである。そのようなメリットが伝
わっていない可能性もある。元々は，インターンシップ実習に対する事前学習として，
観光の専門教育の要素を入れられないかとの考えから，旅程管理研修を取り入れた。イ
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ンターンシップに関連する旅程管理研修に代わる観光関連の専門教育の可能性について
も，今後担当教員で検討することは必要であろう。
次に，インターンシップ実習先に関する課題である。当科目のインターンシップ実習
先は，担当教員がそれぞれの専門領域の企業や業界団体を開拓し学生に紹介している。
学生は，第一から第三までの希望を出し，教員と面談して実習先を決める。観光庁が窓
口となり紹介するインターンシップ等特別な場合のみ選抜が行われる。教員は，学生を
希望の企業や業界に派遣できるよう，各自の人脈を駆使して実習先を確保するが，必ず
しも全ての学生の希望を満たすことは出来ない。これは，実習時期が夏休み期間である
ことから，観光業界の繁忙期に重なり，企業や業界によっては受け入れが難しいからで
ある。特に，航空会社や空港での業務等の実習を希望する学生が多いが，実際には受け
入れ企業が少なく，当科目でも年々受け入れ人数が少なくなっている。このような，学
生の希望に対して受け入れ企業が少ないことは，本学科のケースだけではない。文科省
の「インターンシップの普及及び質的充実のための推進方策について意見のとりまと
め」でも「受入企業の数が学生の希望数に比較して少ない，又は受入企業の開拓が不足
している」との指摘がある。また，教員の実習先開拓も限界がある。観光庁によるイン
ターンシップの仲介制度もあるが，今年の例を挙げると，告知時期が 6月初旬と遅い上
に申込期間は約一週間と短い。これでは学生が実習先の企業研究する時間も無い。観光
庁のインターンシップは利用したい制度であるが，利用しにくいという事情がある。こ
のような状況を考えると，広く観光業界の実習先を確保するため，学内他部門や就職課
との協力関係の構築も必要である。
4 ．まとめ
本稿では，本学国際観光学科が独自に実施している単位付与科目「観光インターン
シップ」の現状と課題を明らかにした。キャリア教育としてのインターンシップだけ
ではなく，職業教育の要素も持ち併せ，資格取得まで目指す欲張りなプログラムである。
それを支えているのは，担当教員が実習先を開拓するなど，教員の熱意と努力であり，
旅程管理研修及び旅程管理資格取得の要件を満たすための協力を惜しまない日通旅行の
存在である。また，実習先との契約書等事務手続きに関して事務方の協力も欠くことは
できない。
一方で，観光学科ならではの内容を提供しているにも関わらず履修学生数が減少して
いる。学生が直接企業に申し込む短期間のインターンシップも存在する中で，実習期間
が長く密度の濃い学習内容は，「面倒だ」「大変だ」と学生が敬遠する可能性がある。し
かし，履修した学生はインターンシップ実習や資格試取得などの経験を積むことによっ
て人間的にも成長している。このような状況を考えると，当科目の特徴や目標などを学
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生に十分説明することが必要である。これまでは，当科目について特別な周知を実施し
ていなかったが，他のインターンシップとの違いや有用性を丁寧に説明する機会を持つ
ことを考えたい。
このように当インターンシップ科目の説明を行うとともに，今一度国際観光学科の
ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーとの関連性を再考し，当学科の学び
において，インターンシップをどのように位置づけるのかを，担当者だけではなく専任
教員全員で検討することも必要である。本学科でどのような学生を育て社会へ送り出す
のか。そのプロセスにおいて当科目はどのような役割を果たすのかを確認するのである。
他の専門科目との関連性を意識し，それぞれの科目の中でも教員が学生に関連性につい
てインターンシップの意義や「観光インターンシップ」の特色に触れることも必要だろ
う。その上で，インターンシップに「観光学」または「観光」の要素をどのように盛り
込むのかという問題意識を常に持つ事も忘れてはならない。
今後大学生のインターンシップについては，企業の受け入れがこれまでよりも困難に
なる可能性がある。平成27年度卒業・修了予定者からの就職・採用活動時期が変更され，
企業はインターンシップを多く実施している夏期に新卒の採用活動を実施することにな
るからだ。このような状況も注視して，当科目を運営していかなければならない。実習
先の開拓については，新たな産学連携や就職課などの学内組織との連携も必要となる
だろう。実習受け入れ先の減少に対応すべく，インターンシップの実施時期の見直しや，
日程に関しての柔軟な設定（集中して長期ではなく短期間の組み合わせなど）も検討の
余地がある。
そして，観光人材育成に寄与することを目的としていることから，観光庁の動向にも
注意を払う必要がある。観光庁では平成19年に「インターンシップ活用ワーキンググ
ループ」を立ち上げ，平成21年まで 7回ほど検討会議が実施されている。これは，観光
庁としてもインターンシップの重要性を認識していることの表れである。観光庁のホー
ムページにおいて最新情報が更新されていないことから，その議論の進捗状況を危惧す
るが，ぜひ継続し観光庁として大学と企業や業界団体との橋渡し役を担ってほしい。産
官学での連携も，観光人材育成に寄与するインターンシップを実施する上で重要な役割
を担うはずである。
注
1 ）文部科学省「大学等における平成23年度のインターンシップ実施状況について」
　（1）調査時期：平成25年 2 月
　（2）調査対象： 国公私立大学（748校）・大学院（620校）・短期大学（349校）・高等専門学校
（57校）
　（ 3）対象期間：平成23年 4 月 1 日～平成24年 3 月31日
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　（ 4）回答率： 99.7％
　　※ 本調査において，インターンシップとは，「学生が在学中に自らの専攻，将来のキャリ
アに関連した就業体験を行うこと」としている。
　　※ 平成20年12月に同様の調査結果（平成19年度実績）を実施・公表しているが，今回の実
施にあたり，新たに以下の調査項目を追加。
　　〇 特定の資格取得を目的として実施するインターンシップ（教育実習，看護実習等)の実
施状況
　　〇 授業科目外で大学等が学生を派遣するにあたり組織として対応しているインターンシッ
プの実施状況
　　〇海外インターンシップの実施状況
　　〇インターンシップ実施先件数（企業・官庁等）
　　〇受入企業等との協定の有無
　　〇報酬等支払の有無
2） 文部科学省中央教育審議会答申　「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方
について」において，キャリア教育とは，「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要
な基盤となる能力や態度を育てることを通して，キャリア発達を促す教育」と定義されて
いる。
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